
~、 

叫、 

「市
民
体
育
館

」
完
成
 

「
あ
す
な
ろ
国
体
」
柔
道
競
 

四
日
工
事

関
係
者
・
来

賓
な
ど
 

は
、
す
で
に

開
館
し
て
い
る
「
 

技
の
会
場
と
な

る
「
市
民
体
育
 

二
百
人
が
出
席
し
落

成
式
が
行
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
の
落

成
 

」ぎ
 
が
完
成
し
、

さ
る
八
月
十
 

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
 

式
も
同
時
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

関
連
記
事
ニ
面
へ
 

① 	 （昭和33年 9 月1OH第 3 種郵便物認可） 	1部 8円 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 
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市 の 人 口 
	

男 25,223人 
	

世 帯 数 	14,096 

	

52 .219！、 
	

女 26,996人 
	

（昭和52年 9 月 1日現在）住民基本台帳から 



ト
を

誓
う
 

新
た
な

ス
タ
ー
 

新
制
中
学
 
三
十

周
年
迎
え

る
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望の「市民体育館」完成 
,一1一二 

国体・柔道競技から使用 

「
市
民
体
育
館
」
は
、
昨
年

夏
か
ら
総
工
費
約
七
億
四
千
一
一

百
万
円
を
投
じ
、
菊

ケ
丘
運
動

公
園
に
建
設
し

て
い
た
も
の
き

メ
イ
ン
体
育
館
と
サ
ヴ
体
育
館

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
 

完
成
し
た
メ
イ
ン
体
育
館
は

延
べ
面
積
四
千
九
百
平
方
H川
で

バ
ス
ケ

ツ
ト
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

だ
と
各
二
面
、
卓
球
で
は

二
十

一
面
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
八
面
、
 

庭
球
二
面
を
使
用
す
る

こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
相
撲
の

つ

り
屋
根

・
組
立
式
土
俵
も
完
備

し
て
い
ま
す
。
 

二
階
の
観
覧
席
に
は
、
固
定

立
見
席
あ
わ
せ
て
千
二
百
人

を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

一
方
、
サ
ブ
体
育
館
は
、
延

べ
面
積
三
百
三
十
六
平
方
H
で

卓
球
四
面
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ー
 

面
を
使
用
で
き
る
ほ
か
、
ト
レ
 

ー
ニ
ン
グ
器
具
を
備
え
て
お
り
 

◇
使
用
の
申
込
み
 

申
し
込
み
は
、
使
用
料
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
直
接
市
民

体
育
館
ま
で
お

い
で
下
さ
い
。
 

◇
受
付
け
 

競
技
場
は
、

利

用
す
る
日
の
十
日
前
ま
で
、
会

議
室
は
、
利
用
す
る
日
の
三
日

前
ま
で
。
 

◇
開
館
時
間
 
四
月
一
日
か

ら
ト
月
三
十

一
日
ま
で
は
、
午
 
 

ま
す
。
 

と
も
に
暖
房
・
換
気
設
備
を

し
て
お
り
、
 一
般
に
開
放
す
る

の
は
国
体
後

の
十
月
十
日
（
体

育
の
日
）
か
ら
で
す
。
 

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
 

十

一
月
一
日
か
ら
三

月
三
十

一

日
ま
で
は
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
。
 

た
だ
し
、
午
後
九
時
ま
で
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◇
受
付
時
間
 
午

前
九
時
か

か
ら
午
後
四
時

ま
で
。
 

◇
休
館
日
 
毎
週

月
曜
日
 

祝
日
の
翌
日
と
十
二
月
二
十
八
 
 

日
か
ら
翌
年
の

一
月
四
日
ま
で

◇
使
用
料
 
個
人

使
用
は
、
 

二
時
間
に

つ
き
一
般
五
十
円
、
 

児
童

・
生
徒
三
十
円
で
す
。
 

貸
切
使
用
は
、
目
的
及
び
使

用
時
間
に
よ
っ
て
、
千
円
か
ら

八
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

市
民
体
育
館
（

云
④
六

一
二
一

番

・
④
六
一
二
二
番
）
に
お
間

い
合
せ
下
さ
い
。
 

十
月
＋
五
日
発
行
予
定
の

市
広
報
「
ご
し
ょ
が
わ
ら
」
 

一
は
都
合
に
よ
り
臨
時
休
刊
し
 

一
 

“市
史
年
表

り
 

申
込
み
は

早
め
に
 

市
教
育
委
員
会

で
さ
る
三
月

発
行
し
た
「
五
所
川
原
市
史
年

表
」
は
好
評
で
、

残
部
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
希
望
者
は

早
め
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

◇
価
格
 
一
部
千

二
百
円
。
 

◇
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員

会

・
社
会
教
育
課
 

、 

ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ

い
。
 

十

一
月
一
日
付
け
か
ら
平
常

ど
お
り
発
行
し
ま
す
。
 

市
内
中
学
校

の
創
立
三
十
周

年
記
念
式
典
は
、

さ
る
九
月
十

四
日
完
成
し

た
ば
か
り
の
市
民

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、

市
内
六
校

の
三

年
生
と
来
賓
な
ど
あ
わ
せ
て
千

人
が
出
席
、
各
校
の
歴
代
校
長
・

永
年
勤
務
教
員
に

表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
っ
て
労
を
ね
ぎ
ら

つ

た
ほ
か
、
各
校
の
校
歌
が
披
露

さ
れ
、
新
制
中
学
校

の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
誓
い
あ

い
ま
し
た
。
 

式
典
の
あ
と
、
各
校
バ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
部
に
よ
る
交
歓
試
合
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

利

用
の
ご

案
内
 

市
広
報

臨
時

休
刊
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せ
に
過
し
て
も
ら
い
た
い
」
 
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
寺
田
市
長
か
ら
今
年

満
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
た

雛
田
の
古
川
良
造
さ
ん
ら
二
十

一
人
に
顕
彰
状
と
記
念
の
座
布

団
を
贈
り
、
ま
た
在
宅
で
寝
た

き
り
の
お
年
寄
り
を
介
護
し
て

い
る
十
三
人
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
 「進
ん
で
地
域

社
会
の
福
祉
活
動
に
参
加
し
よ

う
」
 
な
ど四
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
採
択
、
老
後
の
幸
せ
を
誓
い

あ
い
ま
し
た
。
 

ク知
識
と
経

験
を

役
立

て
よ
う

）
 

老
後
の
幸
せ
を
誓
い
合
う
 

「健
康
に
留
意
し
、

老
後
を
幸
せ
に
過
し
て
下
さ
い
。
」
 

昭
和
五
十
二
年
の
「
市
老
人
福
祉
大
会
」
 
は
さ
る
九月
十
四

日
、
市
民
文
化
会
館
に
約
七
百
五
十
人
の
お
年
寄
り
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
物
故
者
に
対
し
 
「

今
後
と
も
健
康
に
留
意
し
、
 

黙
と
う
し
た
あ
と
寺

田
市
長
が
 

社
会
と
家
庭
の
た
め
老
後
を
幸
 

麓
勲
お
お
勲栽
呪
製
必
熱
勲
慧
護
舞

一「
」”
難
籍
難
」
什
チ
言
翼
」“『
と十
分
一
 

（
署
の
、
職
員
採
用
試
験
を
次
の
 
発
声
で
き
る
こ
と
。
 

（
 

一
と
お
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
 
ウ
 
両
眼
と
も
裸
眼
で
〇
・
三
 
〈
 

一
た
。
 

以
上
で
、
色
神
が
正
常
な
こ
と
。
一
 

一
◆昭
緯
横
藷

九
舞
議

」
謙
大「
」
一
 

一
日
（
木け
から
昭
聖

け
 

匡
注
混
理
士
1一
拝」
一
一
 

一
醸
見
競
鷺

程度
 
新
押
錠
」
籍）
一

篇
恕
誉

「
験
」
原
」
“
岩
耗
」
七
番
（
所
川
一
 

一
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
 

五
所
川
原
消
防
署
職
員
関
係
 
一
 

篇

お
消
防職ー
つし
て
は合
」
？
競
舞

騒
組
一

一
販
詳
護
鷺
七
舞
許
謬
八静

一
 

一
翼
鷲
編

翫
議
原
市

字
岩
木町
＋
二番
地
 

一
 

J、く
ノ
 
し
 

米
 
寿
 

お
め
で
と
う
 

古
川
良
造
（
雛
田
）
、
工
藤

つ
る

（
橋
元）
、
竹
山
幸
作

（
 

旭
町
）
、
秋
元
省
三
（
大
町
）
 

藤
本
と
せ
（
柏
原
町
）
、
木
村

つ
や

（鳥
森
）
、
三
浦
一
孝

（
 

小
曲
）
、
木
村
あ
さ
、
山
口
や

さ

（
以
上
田
町）
、
加
藤
す
わ
 

（
稲実
）
、
三
上
ア
ク
リ
（
姥

芯
）
 

秋
田
み
さ

（
川
山
）
、松
川

ち
せ
（
一
野
坪
）
、
青
山
か
し
 

（
金山
）
、
高
橋
志
な
（
唐
笠

柳
）
、
高
橋
儀
清
（
水
野
尾
）
、
 

対
馬
い
さ
（
米
田
）
、
浅
利
サ

ッ

（
飯
詰）
、
藤
森
そ
ん

（
長

富
）
、
勝
浦
と
め
（
野
里
）
、
 

中
川
な
よ

（
松野
木
）
、
 

（
敬
称略
）
 

、
 

一
 
二
年十
月
三
十
一
日
（
月
 

げ
一
月
高
等
学
校
以
上
卒
業
見
 
一
 

） 

い

る人
o l

コー

》義 

ま、

欠
D

ところ、お

剖 《 

航競お一

警癖
灘熱一 

一畿「
「熱

も「

譲単

鷺

「「「

）「

て一 

職員を募集しています 
行政職・単労職・消防職など 

） 

各職種

とも、

昭

和五 

プ

し ． 

五年
四

月一日

まで

に生 （ 

《 十

二年十

月三十

一日

以 

《 暗 

れ

た人。 

〈 

） 前か

ら

引続き市

内に
住

It 

労

◆ 

採用人

員 一 

( 
）

までく 

・

‘ 込主ロ

を

」喝
くく

）

' ( 

矛携
魂
承

磐撫
灘

総一 

「

◆ 受験資略 

・し“

)
？ 
一

月一

日か

ら昭

和三十 〉 



五
十
一
年
度

の
 
「市
税
完
納

表
彰
式
」
は
さ
る
九
月
十
三
日

市
民
文
化
会
舘
に
お
よ
そ
六
百

五
十
人

の
完
納
者
が
出
席
し

て
 

納
者
が
出
席
し

て
 
す
）
 

行
わ
れ
ま

し
た
。
 

昨
年
度

の
市
税
完
 

納
者
は
、
全
部
で
六
千
五
百
十
 

二
人
で
、

こ
の
う
・ち
表
彰
年
に
 

あ
た
る
千
四
百
九
十
四
人
と
特
 

き
感
謝
し

べ
た
あ
と
 

、
納
税
功

の
納
税
代

表
者
に
そ
 

》
フ
 

れ
ぞ
れ
表
 

彰
状
と
記
 

り
ま
し
た
。
 

受
彰
者
を
代
表
し
て
、
松
島

町
七
丁
目
納
税
貯
蓄
組
合
組
合

長
山
形
四
郎
さ
ん
が
答
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

な
お
、
五
十

一
年
度
の
納
税

功
労
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

山
形
四
郎
（
松
島
町
）
、
岩

見
啓
助
（
大
町
）
、
山
田
千
賀

良
（
広
田
）
、
竹
部
七
太
郎
（
 

梅
田
）
、
宮
崎
浩
一
 
（羽
野
木

沢
）
、
成
田
竹
四
郎
（
松
野
木
）
 

毛
内
光
春

（吹
畑
）
、
三
浦
義

衛

（坂
ノ
上
）
、
増
田
陸
（
下

長
富
）
、
小
野
正

一
 
（鶴
ケ
岡
）
 

上
見
金
一
 
（桜
田
）
 

（敬
称
略
）
 

本
年
も
市
税

に
対
し
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
早
期
完
納

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い

し
ま
す
。
 

'J
 
 
訂
正
と
お
詫
び
 

九
月
十
五
日
発
行
の
市

広

報
二
面
の
行

政
相
談
委
員
の

記
事
中
、
成
田
栄

一
さ
ん
の

住
所

・
本
町
六
一
と
あ
る

の

は
柳
町
八
二
、
ま
た
。
⑤
三

〇
二
八
番
と
あ
る
の
は
、
④
 

ー
三
〇
二
八
番
に
訂
正
し
お

詫
び
し
ま
す
。
 

表
彰
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 

「市
民
の
深
い
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
前
年
度
以
上
の
成
績
 

度
の
 
「市
税
完
納
 
別

徴
収
事
業
所
九
十
三
事
業
所
 

さ
る
九
月
十
三
日
 
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 
（市
税
 

舘
に
お
よ
そ
六
百
 
完

納
者
名
簿
を
発
行
し
て
や
ま
 

、
  

纏
ご

協
力
あ
り
が
と
う
 

人
を

表
彰
 

念
品
を
贈
 

個
人

・
千
四
百
九
十
四
人
を
表
彰
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特
別
融

資
だ

よ

り
 

皆
さ
ん
が
加
入
し

て
い
る
簡
易
保
険

・

年
金
積
立

・
中
小
企

業
退
職
共
済

の
一
部

が
、
公
共
施
設

の
整

備
資
金
と
し
て
当
市

に
も
貸
し
出
さ
れ
大

い
に
役
立
っ
て
い
ま
 

簡 易保 険 

鵬駐籍 融資が豊かな街づくりに 

◇年金融資施設

市民体育舘建設事業

清掃車購入事業 

◇中小企業退職共済融資

勤労青少年ホーム建設事 

業 

◇簡易融資施設 

広田団地市営住宅 

（中層4 階建て32戸・親 

子住宅8戸） 

都市計画事業 

五小増築事業 

皆
さ
ん
は
、
た
ま
に
じ
ゃ

口

か
ら
濁
り
水
が
出
て
、
び
っ
く

り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
 

こ
れ
は
、
配
管
の
破
裂
な
ど

が
あ
っ
て
、
そ
の
復
旧
作
業
で
 
 

一
時
断
水
し
、
再
び
送
水
を
始

め
た
た
め
で
す
。
 

と
い
う
の
は
、
 一
時
断
水
し

再
び
送
水
す
る
と
、
全
体
の
使

用
水
量
が
急
に
増
え
、
水
道
管
 

濁
り
水
に

つ
 

の
中
を
流
れ
る
水
の
速
度
や
流

れ
る
方
向
が
変
っ
て
、
管
の
中

の
鉄
サ
ビ
が
流
れ
出
る
た
め
で

す
。
 

こ
ん
な
と
き
は
、
し
ば
ら
く
 
 

の
間
じ
ゃ
口
を
あ
け
、
放
水
し

て
お
く
と
き
れ

い
な
水
に
な
り

ま
す
。
 

炊
事
や
洗
濯
な
ど
の
場
合
は

と
く
に
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
 

す
が
、
事
情

を
ご
理
解
の
 

う
え
ご
協
力
下
さ
い
。
 

、
 

そ の 20 

い

て
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行
政
 

へ
 
の
苦
情
は
 

お
気
軽
に
ど

う
ぞ
 

十
月
十
六
日
か

ら
二
十
二
日

ま
で
の
一
週
間
は
、
行
政
相
談

週
間
で
す
。
 

国
の
仕
事
ゃ
、

国
鉄

・
電
電

公
社
・
公
庫
・
公
団
・
事
業

団

等
の
行
っ

て
い
る
仕
事
や
、
県

市
町
村
が
、
国
か
ら
任
さ
れ
て

行
っ

て
い
る
仕
事
、

補
助
金

を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事
な

ど
に
つ
い
て
①
仕
事
を
こ
の
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
、
②
仕
事
が

遅
い
、
③
仕
事
が

間
違
っ
て
い

る
、
．④
手
続
き
を
ど

う
す
れ
ば

よ
い
か
判
ら
な
い
、
⑤
役
所
な
 

五
所
川
原
ロ
ー
 

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
 

尾
崎
敏
勝
会
長
）
 

は
さ
る
九
月
十
三

日
、
市
に
ダ
ス
ト

ポ
ー
ト

（く
ず
入

入
れ
箱
）
十
個
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
 
 

ど
の
職
員
か
ら
不
親
切
な
扱
い

を
受
け
た
、
⑥
説
明
な
ど
に
納

得
が

い
か
な
い
、
な
ど
の
苦
情
 

‘
要
望
は
青
森
市
に
あ
る
青
森

行
政
監
察
局
か
、
お
近
く
の
行

政
相
談
委
員
が
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
 

申
し
出
は
、
直
接
お

い
で
い

た
だ
く
か
、
ま
た
は
手
紙
や
電

話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
p
 

ま
た
、
行
政
管
理
庁
で
は
、
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を

一
般
の
方
々

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
 

毎
年
十
月
の
第
三
週
を
「
行
政
 

市
で
は
完
成
し
た
市
民
体
育

館
・
市
立
図
書

館
・
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
ロ
ビ
ー
や
前
庭
な

ど
に
備
え
付
け
ま
し
た
。
 

地
区
同

盟
で
も
 

く
ず

篭
贈
る
 

五
所
川
原
地
区
同
盟

（
小
山
 
 

相
談
週
間
」
と
し
、

こ
の
制
度

の
普
及
啓
も
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
 

こ
の
「
行
政
相
談
週

間
」
の

間
に
相
談
所
を
設
け
て
そ
の
場

で
申
し
出
事
案
の
解
決
に
あ
た

り
ま
す
。
 

い
つ
で
も
行
政
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
近
く
の

行
政
相
談
委
員
か
、
青
森
行
政

監
察
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

(e
〇
一
七
七
よ
凹
ー
三
三
五

五
）
 

（
青
森
行
政
監
察
局
）
 

内
儀

一
議
長
）
は
さ
る
九
月
十

七
日
、
市
に
く
ず
龍
三
個
を
贈

り
、
寺
田
市
長
に
目
録
を

手
渡

し
ま
し
た
。
 

組
合
員
の
資
金
カ
ン
パ
で
購

入
し
た
も
の
で
、
市
で
は
国
体

競
技
場
の
市
民
体
育

館
と
北
斗

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
備
え
付
け
ま
し

た
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
 
「
 

あ
す
な
ろ
国
体
」
を
記
念
し
、
 

絵
入
り
の
官
製
は
が

き
を
発
売
 

事
業
所
得
者
や
不
動
産
所
得

者
な
ど
確
定
申
告
で
納
税
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
昭
和
五
十
一

年
分
の
特
別
減
税

で
還
付
を
請

求
で
き
る
金
額
を
通
知
し
て
い

ま
す
が
、
通
知
書
に
同
封
し
た
 

「還
付
請
求
書
」
を
早
め
に
提

出
し
て
下
さ
い
。
 

郵
便
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
が
、
 
「還
付
請
求
書
」
に

は
、
受
け
取
り
郵
便
局
名
を
記
 
 

し
て
い
 

は
、
五
所
川
原
郵
趣
会
（
責
任

者
成
田
弘
三
さ
ん
）
が
制
作
し

た
も
の
で
、
郷
土
の
風
物
詩
「
 

入
し
、
氏
名
の
と
こ
ろ
に
印
を
 

押
し

て
下
さ
い
。
 

請
求
書
を

提
出
後
し
ば

ら
く
 

し
ま
す
と
、
税
務
署

か
ら
還
付
金
・
の
 
「
 

支
払
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ

て
指
定

し
た
郵
便
局
で
還
付
金
を

受
け

取
っ
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
不
明
の
点
は
、
五
所

川
原
税
務
署
（
廿
④
三

一
三
六

番
）
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

に
せ
税
務
職
員
に

一
」
 
注
 
意
 

虫
送
り
」
、
 
「
お
山
参
詣
」
、
 

「馬
力
大
会
」
を
描
い
た
も
の

で
、
三
種
類
で
ひ

と
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

図
案
は
、
工
藤
哲
彦
氏
の
版

画
で
す
。
発
売
枚
数
は
、
二
千

組
み
六
千
枚
。
 

◇
価
格
 
三
枚

・
一
組
み
百

五
十
円
。
 
（
送
料
一
組
み
五
十

円
）
 

◇
申
込
み
先
 
五
所
川
原
市

旭
町
五
三
の
一
、
五
所
川
原
郵

便
局
内
・
五
所

川
原
郵
趣
会
 

最
近
税
務
署
職
員
の
名
前
を

か
た
っ
て
、
調
査
に
行
く
と
か
、
 

銀
行
に
預
金

の
照
会
を
し
た
り
、
 

取
引
先
を

調
べ
た
り
す
る
な
ど

の
に
せ
税
務
署
員
が
横
行
し

て

い
ま
す
。
 

税
務
職
員
と
名
乗
っ

て
来
た

場
合
に
は
、
よ
く
確
め
て
か
ら

応
じ
て
下
さ

い
。
 

ま
た
、
に
せ
税
務
職
員
に
会

っ
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場
合

は
、
五
所
川
原
税
務
署
総
務
係
 

（
云④
ー
三

一
三
六
番
）
に
ご

連
絡
下
さ
い
。
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圃 

環境はきれいに 

く
ず

入
れ
箱
十

個
贈
る
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
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ク
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税
務
署
だ

よ
り

還
付
の
請
求
は
 

‘
・
音

「
じ
 

ま
すc
 

て
く
 勺《
プ
 
「ク
 

こ
れ
 

国

体
記
念

の
 

絵
は
が

き
発

売
 

「
 

お
す
み
で
す
か
 

国

体
を
 

り
ん
ご

の
赤
い
 

真
心
で
 



国
民
年

金
制

度
は
、

昨
年

大

幅
な

改
善
が

行
わ
れ

ま
し

た
が

そ

の
後
の
社
会

経
済
情
勢

の
変

化
に
対
処

す
る
た
め
、

本
年

度

も
、

年
金

額

の
引
き

上
げ

な
ど

の
改
善
が

行
わ
れ

て
い

ま
す
。
 

そ
の
結
果
、

拠
出
年

金
は

物

価

メ
ラ

イ
ド

に
よ
っ

て
九

・
四

％
、

福
祉
年
金

は
約

一
一
％
、
 

そ
れ
ぞ

れ
年
金

額
が

引

き
上
げ

ら
れ

て
い

ま
す
。
 

拠
出
年
金
は

七

J
分
か
ら

年
金

額

の
物
価

ス
ラ

イ
ド

制

は
、

昭
和
四
十
八
年

の
制
度

改

善
に

よ
っ

て
設
け

ら
れ

た
も

の

で
、

今

回
で
三

回
目

の
実

施

と

な
り
ま
す
。
 

本
来
な

ら
、

昭
和
五
十

三
年

一
月
分
か

ら
実

施
さ

れ

る
べ
き

と
こ

ろ
で

す
が
、

今
年
度
は

半

年
早
め

て
、

七
月
分
か

ら
実
施

さ
れ

て
い

ま
す
。
 

上
げ

幅
は
九

・
四
％
で
、

こ

れ
は
、

昭
和
五
十

年

度
に

比
べ

て
、

昭
和
五
十
．

年

度
の
全

国

消
費

者
物

価
指

数
』

総
理
府
発

表
）
が

九

・
四
％
上
昇
し

た
こ
 

し
た
。
 

年
金
額

の
ア
ッ
。
フ
な
ど
 

羅
改
善
さ
れ

ま
し
た
 

放
す
手
が
 

事
故
に

つ
な
が
る
 

立
ち
話
 

と
に

よ
る

も
の
で

す
。
 

福
祉
年
金
は

八
月
分
か
ら

昨
年

よ
り
ニ

カ
月
早

い
八
月

か
ら
引
き
上
げ
が

実
施
さ
れ

て

い

ま
す
の
で
、

九
月
の
支
払
期
に
は

改
正
前

の
五

月
・
六

月
・
七

月

分
と

改
正
後

の
八

月
分

の
あ
わ

せ

て
四

カ
月
分
が

支
払
わ
れ

ま
 

改正 の 内 容 

項 	目 改 正 前 改 正 後 実施時期 

拠
 
出
 
年
 
金
 

関
 
係
 

年
金
額
 

の
 
引
き

上
げ
 

老
 
生
 
齢
 
金
 

 

25年納付 月額 32,500円 月額 	35,558円 

昭和52年 

7月から 

10年年金 20,500円 22,425円 

5 年年金 15,000円 16,408円 

障 害

年 金 

1 	級 ク 	れ，250円 朽，125円 

2 	級 認，000円 弱」叩円 

母子・遺児年金（子】人） 認,000円 36J叩円 

寡婦年金（10年納付） 6,500円 7,108円 

呆険料の引き L げ 月額 	2,200円 月額 	2,730円 昭和53年 4 月から 

福
 
祉
 

年
 
金
 

関
 
係
 

午己~ 
老齢福祉年金 月額 13,500円 月額 	15,000円 

昭和52年 

8月から 

金き

額上 

室
口
 
年
 

福
 
金

障
 
祉
  

1 	級 20,300円 22,500円 

2 	級 昭，500円 巧，叩0円 

のげ 
母子福祉年金（子1人） 17,600円 円，5叩円 

恩給等との併給限度額の引き
上げ 

28万円 
33万円 

昭和52年8月から 

支払期 月 等 の変更 9
  

1の
 
月
各
 

!
 
6
 

引
日
  

4月・ 8月‘ 12月 
（希望によっては 
II月）の各n日 

昭和52年12月（11 
月）支払分から 

、 
所得による支給停止期間の変

更 

5 月から 
翌年の 4 月まで 

8月から 
翌年の 7月まで 

昭和52年 8月から 

（第3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 	 昭和52年（1977年）10月1日（409号）⑥ 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ

い
 

秋の狂犬病予防注射と 

登録のお知らせ 

月 	日 実 施 場 所 実 施 時間 

10月ii日
伏） 

湊 団 地 集 会 所 

姥 落 神 社 前 
稲 実 屯 所 前 
広 	III 	農 	協 	前 
七ッ館 ぐL藤理容所） 

●美 
福 山 集 会 所 
豊 成 （石岡源造宅） 

9 : 30-l0 : 30 
10 : 40-li : 00 
11: 10-li : 30 
11: 40-12; 00 
12 : 30-13 : 00 
13 : l0-13 : 30 
13 : 40-14: 10 
14 : 20-14 : 50 

f
l
1
2

(
*
)
 

日

、
  

野 里 （前田商店前） 
神 山 （松野商店前） 
松野木 	（三 E商店前） 
福岡 （佐々木商店前） 
若 山 （石岡治男宅）、 
石 田 坂 集 会 所

下 岩 崎 集 会 所 

9 : 30-l0: 10 
10 : 20-l0: 50 
U: 00--il : 20 
ii: 30-li : 50 
12 : 20- 12 : 40 
12 : 50-13: 10 
13 : 20- 14 : 00 

10月13日 

（村 

いー詰 	支 	所 
平 町 （渋谷俊一宅） 
大 	開 ・，入 	口 

金 山 児 童 館
水 野 尾 集 会 所
米 田 精 米 所 前 
松 	島 	支 	所 

9 	: 30--li) : 40 
10: 50-li :10 
ii: 20一-li : 40 
ii: 50- 12 : 30 
13 : iO-13 : 20 
i3 : 30-13 : 50 
14 : 00-i4 : 30 

10月14日 

（釘 

一野坪 （対馬静堅宅） 
馬 	性 （対馬堅宅） 
悪 戸 	（高橋リンゴ） 

川代田 （外崎嘉太郎） 

漆 
十 	川 	（吉村商店） 
桃 	崎 （バス停前） 

9 : 30-i0 : 00 
10 : i0-l0 : 30 
10 : 40-li : 00 
ii: 10-li : 30 
ii:40-12・ 00 
12 : 40-13 : 00 
13 : l0-13 : 30 

10月17日 

（月） 

共 栄 集 会 所
長 富 集 会 所
毘 沙 門 支 所
沖 飯 詰 集 会 所 
'I1 

種 井 集 会 所 
小 曲 集 会 所 

9 : 30- 9 : 50 
10 : 00-b0 : 30 
10 : 40-li : 10 
U: 20-il: 40 
ii: 50-12 : 20 
13 : 00-i3 : 30 
13 : 45-i4 : 15 

10月18日 

吹） 

ド 藻 川 屯 所 前 
上 藻 川 農 協 倉 庫 
」 	好 	支 	所 

高 瀬 集 会 所 
田 川 	（奈良商店前） 
新 宮 集 会 所 
新宮団地集 会所 

9 : 30-b0 : 00 
10: 10-b0 : 40 
10 : 50-il : 20 
12 : 00-12 : 30 
12 : 40-13 : 00 
13: lO-13 : 40 
13 : 50-i4 : 30 

10月19日 

(*) 

俵 	元 （警鏡台下） 
原 子 （阿部商店前） 
前田野目 	（西塚商店） 
派 	立 （新谷啓宅） 
高 	野 （神 社 前） 

9 : 30-b0 : 00 
10 : lO-ll : 00 
U: 10-il : 40 
12 : 20-12 : 40 
12 : 50-13 : 40 

10月20日 

（木〕 

梅田上 （成田理容所） 
梅 田 中 （梅沢支所） 

梅 田 下 （神社前） 
中 泉 集 会 所
羽 野 木 沢 支 所 

に

J
 nノ一
 
に
J
 n‘。
 
【
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9
1
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0
0
0
0
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00
03
00
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一
 

一
 

 

9
1
01
0i
i1
2
 

 

10月21日 

（釘 

石 岡 精 米 所
松島団地（松島ストア） 

(8 丁目バス停） 

（管理事務所） 

9 : 30-b0 : 00 
10 : 10-il: 00 
11: i0-i2 : 00 
12 : 50-13 : 50 

10月24日 

（月） 

和北
 
会
務

平
西
三
 
田

教
道
 
育
 
集
事
会
 
所
所
館
 

 

9 : 30-il : 00 
11: i0-12 : 00 
13 : 00-iS : 00 

10月25日 

因 

ド平井町老人ホ一ム 
敷 島 分 院 前 
I日 	消 	防 	署 	前 

保 	健 	所 	前 

9 : 30-b0 : 20 
10 : 30-il : 30 
13 : 00-14 : 00 
14 : i0-14 : 40 
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